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第１章　ガラスの靴の共犯者




	









１．

　まったくもう、失礼しちゃうわ！

　赤ずきんは川岸にしゃがみ込み、頭から湯気が出そうなほど怒りながら、両手に持った靴をじゃぶじゃぶとこすり合わせて洗っていました。きれいな小川の水が、泥で汚れていきます。

「本当に、ごめんなさいねえ」

　地面まである黒くて長い服をまとった老婆が、ぺこぺこと頭を下げています。大きな鉤かぎ鼻ばなが特徴的な、バーバラという名のこの老婆は、魔法使いなのでした。

　赤ずきんがバーバラと出会ったのは、今さっき、小川に架かる橋の上でのことでした。おやまあ、粗末な服ねえ、私が魔法で豪華な服に変えてあげましょうと、バーバラは言いました。赤ずきんは被かぶっている赤いずきんが気に入っていましたので、それなら靴を変えてくれるかしら、と頼んだのです。ところが、バーバラが呪文を唱えて杖を一振りすると、靴は豪華になるどころか、泥まみれになっていたのでした。誰が見てもわかる失敗でした。

「おわびと言ってはなんだけどねえ、あんたのそのバスケットを、黄金のバスケットに変えてあげるっていうのはどうだろうかね。きんきんきらきらと光って、そりゃあきれいだろうよ」

「もういいわ、あっちへ行ってよ」

　赤ずきんは靴を洗う手を止めずに、答えました。

「やっぱりその赤いずきんを、もっと高貴な、不死鳥フエニツクスの羽のような色に変えてあげるわ。いつまでも赤いずきんの服なんて子どもっぽいだろうに」

「いいって言ってるのに！」

　怒鳴った拍子に、じゃぽん。赤ずきんは手を滑らせ、靴を小川の中に落としてしまいました。靴はみるみる、川下へと流れていきます。

「ああ、待って」

　川岸を走って追いかけますが、小川の流れは意外と速く、靴はどんどん離れていきます。

「ああ……」

　靴はすぐに見えなくなってしまいました。赤ずきんは途方にくれました。まだ旅は始まったばかりです。靴がなくて、この先どうすればいいというのでしょう。

「あらまあ。でも、元気をお出しなさいよ。どうせ泥だらけだったじゃないの」

　バーバラが気持ちを逆撫なでするようなことを言いますが、怒鳴り返す元気もありません。

　赤ずきんは裸足のまま、とぼとぼと歩きはじめました。すると、少し先に、小川に突き出た平たい岩が見えてきました。その岩の上でぼろぼろの服を着た裸足の女の子が、白い布を一枚だけ洗濯しているのでした。そして女の子のすぐ脇には……

「あっ！」

　赤ずきんは走り寄って、それを手に取りました。間違いありません。今しがた流れていったばかりの、赤ずきんの靴でした。

「よかった。あなたがすくい上げてくれたの？　ありがとう」

「ああ……、あなたの靴だったの」

　その女の子は戸惑いがちに言いました。どことなく残念そうにも聞こえる声でした。赤ずきんより二つ三つ年上──十八歳くらいでしょうか。何年も洗っていないような、つぎはぎだらけの粗末な服を着て、髪の毛にも顔にもホコリがたくさんついています。

　返してもらったびしょ濡れの靴を履いて、もう一度お礼を言おうと彼女の顔を見たとき、赤ずきんは気づきました。彼女の目が真っ赤なのです。

「あなた、泣いていたの？」

「……ええ」

　彼女の視線の先に目をやると、草地に、何かを埋めたばかりのような盛り土があり、小さな十字架が立てられているのでした。

「かわいがっていた鳩が、昨日死んでしまったの」

「それはお気の毒に」

　赤ずきんは十字架に向かってお祈りを捧げたあと、再び彼女を見ました。

「私、赤ずきんっていうの。あなたは？」

「……シンデレラ」

 　Ｃｉｎｄｅｒシンダーとは、「灰」という意味です。そんな汚い名前があるでしょうか。赤ずきんが戸惑っていると、

「本当の名前は、エラっていうの」

　彼女は泣きながら、事情を話しはじめたのです。

　エラはこの近くの家で、革職人のお父さんと、優しいお母さんと幸せに暮らしていました。ところが今から七年前、お母さんが病気で死んでしまいました。母親のいない子どもはかわいそうだからと、お父さんは新しいお嫁さんを迎えたのです。

　新しいお母さんのイザベラには、二人の連れ子がいました。二人とも女の子で、上のアンヌはエラより五つ上、下のマルゴーはエラより二つ年上でした。はじめは、イザベラお母さんも二人の姉も、エラに優しかったそうですが、新しい結婚からわずか一年後、お父さんが死んでしまってから状況が変わりました。

　イザベラお母さんは今まで自分がやってきた炊事、洗濯、掃除といった家のことをすべてエラに押し付けるようになったのです。二人の姉がきれいな服を着ているのに、エラはおんぼろの服を着ることを強しいられるばかりか、「灰（Ｃｉｎｄｅｒ）」を「エラ（Ｅｌｌａ）」にくっ付けた「シンデレラ」という汚らしい名で呼ぶようになったのでした。

「イザベラお母さまは、私が本当の娘ではないから、いじわるをするんだわ」

　シンデレラの目には、みるみる涙が溜まっていきます。かわいそうに、その手には細かい切り傷がたくさんついています。

「シンデレラ、その切り傷は？」

「森の中のいばらよ。アンヌお姉さまはキイチゴのジャムが好きで、私によくキイチゴを取ってこいと命令するの。キイチゴのあるところには必ずいばらが生はえていて、切れてしまうわ……。今日も森に行ったけれど少ししか取れなかったから、お姉さまは罰として、私のたった一足しかない靴を捨ててしまったのよ」

　聞いているだけで腹立たしくなる話です。だいたい、靴を捨てられてしまっては、いばらの生えている森には入れないではないですか。トゲだらけの中に、裸足で入れというのでしょうか。

「ひどい。私が文句を言ってあげる。お家へ連れて行ってよ」

「行っても誰もいないわ。お母さまもお姉さまも、今日は舞踏会へ行っているんだもの」

「舞踏会ですって？」

「クレール・ドゥ・リュヌ城では毎年、庶民も参加できる特別な舞踏会があるの。王子様がお嫁さんを探すために、国じゅうの若い娘はみんな招待されているのよ」

「あなたも行けばいいのに。顔を洗って、ドレスを着て、髪飾りをつければ、とってもきれいになるんじゃないかしら」

　実際、目の前で泣いているシンデレラは、小顔で目がぱっちりとしていて、本当はかなりの美人と見えます。

「無理よ」

　シンデレラは首を振りました。

「私には舞踏会へ着ていくドレスなんてないもの。貸してくれる人なんか……」

「そういうことなら、お任せなさい」

　声がして、赤ずきんとシンデレラは同時に振り返りました。

　魔法使いバーバラが得意げにくるくると杖を回していました。

「まだいたの？」

　赤ずきんは皮肉を込めて言ったつもりでしたが、バーバラはまったく気にしていません。

「シンデレラ。そのおんぼろの服を、舞踏会にぴったりのドレスに変えてあげましょう」

「やめときなさいって。あなたは魔法がそんなに……」

「ビンダ、バンダ、ビンダリー！」

　バーバラの口から飛び出る不思議な呪文。びゅん、と勢いよく振られる杖。

　とたんに、流れ星のようなまばゆい光が、シンデレラの全身を包みました。

２．

　あっという間の出来事でした。赤ずきんは息をのみました。

　シンデレラは、水色を基調とした、優雅なドレス姿になっていたのです。そればかりではなく、金色の髪はアップにまとめられ、顔も手足も雪のように真っ白です。

「どうだい、まるで別人のようじゃないか」

　バーバラの言ったことは的を射ていました。シンデレラは、さっきまでとは別人のような、赤ずきんが今までに見たこともないくらいきれいな女性に生まれ変わったのでした。

「私、舞踏会に行けるかしら？」

「ああ、行けるとも」

　シンデレラの言葉に、バーバラがうなずきます。

　シンデレラの顔には自信が宿ってきているようでした。

「首元に、ネックレスでもあればいいのだけれど。お母さまが持っているエメラルドのネックレスのような」

「そんなもの、なくても十分きれいだよ」

　まったくだわ、と赤ずきんもうなずきます。きっと舞踏会でも映はえることでしょう。うらやましいわ……赤ずきんに、少女ならではのライバル心がむくむくと膨ふくれ上がってきます。

「ねえバーバラ」赤ずきんは魔法使いのほうを向きました。「私にも魔法をかけて」

「はあ？」

　バーバラは目をぱちくりしました。

「さっき、その赤いずきんが気に入っていると言ったろうに」

「私も舞踏会に行くの」

「どうしてあんたが」

「私、人生を豊かにする旅の途中なの。諸国のいろんなものを見て回らなきゃ」

　そう言いながら赤ずきんは、バスケットの中に目をやりました。クッキーの包みとワインのボトル──旅の本来の目的は、別にあります。でも、まだ旅は始まったばかり。少しぐらい寄り道したっていいわ、と赤ずきんは思ったのでした。

「そうかい、それじゃあ……」

　ビンダ、バンダ、ビンダリー──。呪文と共に、赤ずきんもまた、ドレス姿になりました。赤を基調とした情熱的なデザインで、これはこれで悪くありません。ですが、なんだか足がぬるぬるします。スカートをたくし上げ……

「もう！」

　赤ずきんは怒りのあまり飛び上がりました。さっきと同じく、靴が泥だらけなのです。

「悪いねえ。靴ばっかりはどうもねえ」

　バーバラは頭をかきかき、バツが悪そうな顔をして言いました。

「こんな靴で、舞踏会に行けるわけないでしょ。シンデレラは大丈夫なの？」

　シンデレラは足元を見つめ、首を横に振ります。

「私はもともと、裸足だから」

　そういえば彼女は、姉に靴を捨てられてしまっていたのでした。

　と、そのときです。

「相変わらずね、バーバラ叔母さま」

　頭上で声がしました。見上げると、木の枝の先端に、まばゆい光の玉がありました。透明な帽子、透明な上着、透明なスカートに透明な靴……全身にガラスをまとった三十ばかりの女性がふわりと降りてきたのです。

「テクラ。あんた、戻って来てたのかい？」

　バーバラが言います。

「しばらく里帰りでもしてきたらどうだって、旦那が言ってくれたのよ」

　彼女はバーバラの姪だそうです。当然彼女も魔法使いで、もう何年も前に、はるか東方のボヘミアという国の魔法伯爵の元へお嫁に行ったということでした。ボヘミアは古くからガラス細工が盛んで、ガラスに関する魔法が進んでいるそうです。

「叔母さま、まだそんな古い杖を使っているのねえ。これじゃあ魔法をかけた日の夜中の十二時で、魔法が解けちゃうじゃない」

「ふん。いいんだよ。魔法は解けるから魔法なんだ」

「時間が短すぎるわ。ボヘミアのガラスの魔法は、七日七晩続くのよ。どうかしら、二人とも。あなたたちの靴を、ガラスの靴に変えてあげましょうか」

　ガラスの靴なんて素敵だわと、赤ずきんは思いました。

「ぜひお願いするわ」

「そうこなくっちゃ。さっきも、舞踏会に行くという女の子の靴をガラスに変えてあげたばっかりよ。……あれ、あなた、裸足じゃないの」

　テクラはシンデレラの足を見て言いました。

「もともと靴を履いてなきゃ、ガラスに変えられない。ねえ、叔母さまの靴をこの子に貸してあげてよ」

「ええ？　私のをかい？」

　バーバラは渋っていましたが、結局自分のブーツを脱いで、シンデレラに履かせました。

　それを見てテクラがぱちんと指を弾くと、赤ずきんとシンデレラの靴がガラスの靴に変わりました。

「わあ、すごい」「きれいだわ」

「いい？　さっきも言ったけれど、魔法が続くのは七日七晩よ。そのガラスの靴も、七日七晩経ったらもとの靴に戻るわ。その間は、初めに履いた人の足だけにぴったり入るようになっているの。他の人が履こうとすると、同じくらいの大きさの足の人でも、絶対に入らないのよ」

　ふふ、とテクラは笑いました。

「うまくやれば、王子様のハートは、あなたたちどちらかのもの。耳を貸しなさい」

　と言って、テクラは二人にある「作戦」を授けたのです。それは、たしかに素晴らしい作戦でした。

「世の中の女性の幸せが、私の幸せだわ」

　テクラが微笑んだそのとき、リンゴーン、とお城のほうで鐘が鳴りました。鐘は五度、鳴ったのです。

「大変、もう五時よ。あと少しで舞踏会が始まっちゃう」

　走り出そうとするシンデレラをバーバラが止めました。

「まさか、走っていく気じゃないだろうね。お城に行くんだから、馬車で行かなければ」

「馬車なんて、持っているわけないわ」

「あんたの家の納屋に、ネズミはいるかい？」

「たくさんいるわ」

　バーバラはにんまりと笑いました。

「それなら、白ネズミ四匹と、黒ネズミを一匹捕まえなさい。あと、カボチャを一個、どこかから手に入れられるかい？」

　はい、とシンデレラはうなずきました。

　ふと赤ずきんは、シンデレラが両手に何も持っていないことに違和感を覚えました。たしかさっき、洗濯をしていなかったかしら？

３．

　ガタガタと揺れながら、馬車は進んでいきます。赤ずきんは進行方向を背にして座り、向かい側には緊張した面おも持もちのシンデレラがいました。

「それにしてもあのバーバラ、初めはとんでもないデタラメ魔法使いかと思ったけれど、やるときはやるのね」

　緊張を和やわらげるべく、赤ずきんは言いました。

「ええ」

　シンデレラは答え、窓の外に目をやります。漆黒の闇の中、月の光を映す小川のせせらぎ、そして、日中にシンデレラが洗濯をしていた平たい岩が見えてきます。




　ドレスとガラスの靴を手に入れたシンデレラと赤ずきんは、バーバラと共にシンデレラの家の納屋に行ったのです。

　納屋の中には藁わらたばや荷車、すきなどが乱雑に置いてあって、かびの臭いがぷーんと漂っていました。シンデレラがぴーっと口笛を吹くと、その納屋のあちこちから、ネズミが集まってきたのです。シンデレラはいじわるな継まま母ははと二人の姉に母屋を追い出されてこの納屋に寝泊まりするうち、ネズミと仲良しになっていたのでした。

　選び抜かれた白ネズミ四匹と、黒ネズミ一匹、それにシンデレラが畑から持ってきたカボチャを目の前に並べると、バーバラは呪文を唱えながら杖を一振りしました。すると、すっかり暗くなった夕闇の中に、大きな馬車が現れたのです。シンデレラが持ってきたばかりのカボチャが、四つの車輪を持つ立派な馬車になっているのでした。馬車の前には四頭の精せい悍かんな白馬。御ぎよ者しや台には、タキシードとシルクハットに身を包んだ出っ歯の御者が座っていました。

「さあ、お姫様たち、乗ってください」

　御者は甲高い声で言いました。さっきの黒ネズミなのだと、赤ずきんは気づきました。四頭の白馬は、同じく魔法をかけられた白ネズミたちなのでしょう。赤ずきんはなんだか楽しくなり、唯一の荷物であるバスケットを納屋の中に置かせてもらうと、シンデレラと共に馬車に乗り込みました。

「いいかい、くれぐれも気をつけるんだよ」

　窓の外からバーバラが言いました。

「テクラのガラスの靴は七日七晩変わらない。だけど、私の魔法は今日の夜中の十二時になったら解けちまう。そのドレスはおんぼろの服に、この馬車だって、カボチャとネズミに戻っちまうからね」

「それまでに、王子様をとりこにしてらっしゃい」

　バーバラがウィンクをするのと同時に、「ハイヨッ！」と御者台のほうから声がしました。鞭の音と共に、カボチャの馬車は動き出したのです。




「……不安だわ」

　窓の外を通り過ぎていく鳩のお墓を見ながら、シンデレラはつぶやきました。

「私なんかが、舞踏会に行っていいものかしら」

「大丈夫よ。王子様の奥さんになりたくないの？」

「それはなりたいわ。前に王子様の馬車を見かけたことがあるの。あれに乗れたらどんなに幸せだろうって。でも私、お城なんて華やかなところに行ったことないもの。王子様なんて、まぶしくて目を合わせられない」

　馬車は森の中の道へ入っていました。

　車輪が木の根にでも取られたのか、ぼんと二人は跳ね上がりました。シンデレラの不安をあおるように、ざわざわと木の葉の擦こすれ合う音が馬車を包みます。

「自信を持っていいわ、シンデレラ。あなた今、とってもきれいだもの」

　あなたもきれいよ、というお返しの言葉を期待していたのですが、シンデレラはそこまで気が回らないようでした。

「本当のことを言うとね、お母さまたちに見つかるのが怖いの。私、留守番をしていることになっているから」

「あなたがあのシンデレラだなんてわかるわけない。まるで印象が違うもの。そうだ。私たち、別の名前で呼び合えばいいのよ」

　考えてみれば、ドレスを着ているのに「赤ずきん」だなんて、おかしな話です。

「私はジョリー、あなたはシェリー。これでどう？」

　それは赤ずきんがまだ小さい頃、よく一緒に遊んでいた二匹のリスの名前でした。シンデレラはシェリーという響きが気に入ったようで、ようやく不安な顔に笑みを浮かべました。

　パカーン！

　ヒヒーン！

　何かが割れるような音と共に、馬がいなないたのはそのときでした。

「きゃあっ！」

　かぼちゃの馬車が大きく揺れ、シンデレラが赤ずきんのほうへ飛んできました。馬車は急停車したのでした。

「た、大変です！」黒ネズミの御者の慌あわてた声がします。

「ど、どうしたというの？」

　二人は急いで馬車を降りました。御者はすでに御者台から降り、ランタンを片手にあたふたとしていました。木々の枝葉に囲まれたトンネルのような暗い道、ランタンの明かりの中で誰かが倒れています。

「あああ、今、その木の陰から、急にふらりと出てきやがったんです。あああ……」

　赤ずきんとシンデレラはおそるおそる、倒れているその人の近くに行きました。緑色の服を着た、五十歳くらいの男の人でした。額ひたいに、くっきりと馬の蹄ひづめの跡が付き、目を閉じています。

「まさか」

　シンデレラのつぶやきを聞きつつ、赤ずきんはその人の体を揺すぶりました。

「ねえ、あなた、起きてよ、ねえ」

　彼はすでに、息をしていませんでした。

「……死んでるわ」

「あああ、どうしましょう、あああ……」

　黒ネズミの御者はうろたえて、馬車の周囲をただうろうろするだけです。なんでこんなことに……赤ずきんは頭を抱えたくなりました。舞踏会へ行く途中で人を轢ひき殺すなんてとんでもないことです。この国の法律がどんなものか知りませんが、人を殺してただですむはずはありません。これじゃあ、旅の目的が達成できません。

「あああ、どうしましょう、あああ……」

　慌てふためく黒ネズミの御者。シンデレラもさぞ焦っているだろうと赤ずきんが彼女のほうに顔を向けたそのときでした。

「静かになさい」

　シンデレラは言いました。その視線は、深い深い森の奥を見ているようでもありました。そのあまりの落ち着きように、御者はぴたりと黙りました。

「お城の、見回りの兵隊さんたちに見つかったら大変だわ。この人を急いで隠しましょう」

　シンデレラはそう言うと、水色のドレスを脱ぎはじめたのでした。

４．

　なんとまぶしく、豪華な大広間なのでしょう。

　森じゅうの動物たちを集めてもまだ余るくらいに広く、天井には、星々を砕いて作ったようなシャンデリアが十も二十もぶらさがり、まばゆい光を放っています。床は鏡のように磨かれ、大理石の壁には大きな窓があり、カーテンはまるで天使の絹衣のようです。テーブルの上には、赤ずきんが見たこともないようなごちそうが並び、おなかをきゅうきゅうとさせる匂いを漂わせているのでした。

　招待客は、百人はいるでしょうか。やはり、女性のほうが多いようです。みな、思い思いのドレスに身を包み、グラスを片手に談笑しながら、王子様が出てくるのを今か今かと待ち構えているのでした。

「お飲み物はいかがですか、お嬢さん？」

　急に話しかけられた赤ずきんは、飛び上がらんばかりに驚きました。片手にトレイを載せた男性が立っていたのでした。

「ああ、ありがとうございます」

　シンデレラが言って、トレイの上からグラスを二つ取りました。男性はお辞儀をして去っていきます。シンデレラはグラスの一つを何も言わず赤ずきんに差し出してきました。赤ずきんはその赤い飲み物に口をつけ、心を落ち着かせようとしました。華やかな光景に心をときめかせながらも、実際のところ、まだ心臓がどきどきしています。──今しがた、隠してきた死体。あれが悪い夢だったらいいのにと、赤ずきんは心の底から思いました。

　あの男の人を、シンデレラは知っていると言いました。ハンスという、このあたりでは知られた炭焼き職人だそうです。森の中の小屋に一人で暮らし、炭を焼く傍かたわら、シカやウサギの肉を燻くん製せいにして売っているとのことでした。

　いくらハンスのほうが急にふらりと道に出てきたからといって、彼が死んでしまったのでは轢いた馬車のほうが悪いに決まっています。その馬車の持ち主であるシンデレラや赤ずきんが罪に問われるのは目に見えていました。少々心は痛みましたが目的を達成するため、ここで旅を終えるわけにはいきません。赤ずきんもシンデレラ同様、ドレスやガラスの靴を脱いでシンデレラと死体を道の脇の茂みへ運びました。

　森の道は、毎晩九時に王様の兵隊が見回りをするのだそうです。そのときに見つからないように、死体には土をかけ、さらに枯葉で隠したのでした。黒ネズミの御者の持つランタンのおぼつかない明かりでの作業中、幸いなことに誰も森の中の道を通りませんでしたが、肌着姿のシンデレラと赤ずきんは土で汚れてしまいました。

「ドレスを着れば、ごまかせるわ」

　作業を終えたシンデレラはそう言うと、カボチャの馬車に乗り込みました。再び動き出したカボチャの馬車の中でドレスを着て、顔や手についた泥をハンカチで拭ぬぐい終えたころ、ちょうどお城に着いたのでした。

　馬車止めに御者らを残し、五十段はあろうかという階段を上って、舞踏会の会場となる大広間へ入るまで、二人は一言も口を利きませんでした。それはあたかも、森の中に残した秘密を絶対に口外しないという誓いのための沈黙のようでした。

「あっ」

　グラスに口を付けつつ招待客を見回していたシンデレラが声を上げました。自分より背の低い赤ずきんの背後に回り、隠れるように身をかがめます。

「どうしたの？　シンデ……じゃなくって、シェリー」

「あの、青のドレスがお母さまよ。そして、緑色のがアンヌお姉さまだわ」

　見ると、お皿に取り分けたキジの丸焼きを食べながら下品に笑っている二人の女性がいました。青色の年増のほうは焼く前のパン生地のように膨れ上がった顔、緑色のほうは対照的に瘦やせていて背が高く、カマキリの学校の算数の先生といった感じでした。

「見つからないようにしなくっちゃ」

　赤ずきんは思わず笑いました。炭焼きハンスの死体を隠していたときには驚くほど冷静だった彼女が、こんなにびくびくしているのがおかしかったからです。

「大丈夫よ。あなたはシェリー。シンデレラではないの。それに、本当にあなた、今日来ている女性の中で、一番美しいんですもの」

　お世辞でも何でもなく、シンデレラは群を抜いて美しいのです。先ほどから、男性たちの視線がこちらに集まっているのを、赤ずきんは痛いくらいに感じていました。

「それに引き換え、あなたのお母さんとお姉さんはひどいものだわ。きっと王子様も、見向きもしないでしょう」

　シンデレラを勇気づけようとして言いながら、赤ずきんは、あれ、と思いました。

「シェリー。お姉さんは二人いるって言ってなかった？」

「マルゴーお姉さまはケーキが好きなの。だからデザートのテーブルに行っているのかもしれないわ」

　舞踏会に来ておきながら、ダンスより先に甘い物だなんて不作法な女だわ……という気持ちと、私も食べてみたいわ、という気持ちが入り混じっている赤ずきんでした。

　そのとき、一段高いところに控えていたオーケストラが演奏をはじめました。招待客たちは話すのを止め、正面の舞台へ注目します。

　優雅な調べに乗って、奥のカーテンから二人の男性が現れました。王冠を被り、銀色の髪の毛と銀色のひげの立派な、恰かつ幅ぷくのいい男性は王様でしょう。そしてその隣に、真っ白な夜会服に身を包んだ、長身の、とてもハンサムな王子様が立っていたのです。

　なんて素敵な方なのでしょう……。赤ずきんはしばしその姿に見ほれました。

　古いにしえの神話から抜け出してきたような美しい顔と、均整の取れた体つき。この人が奏かなでる音楽はみな流れ星になり、この人が乗る馬はみなペガサスになってしまうのではないかと思われるほど、幻想的な気品をまとっていました。

「皆のもの、今宵はようこそ、わがクレール・ドゥ・リュヌ城の舞踏会へ」

　熊が吠えたかと思うくらいによく響く声で、王様が言いました。

「今宵の舞踏会は、わが王子の妃きさきを探すための会でもある。若い娘たちは皆、王子に誘われたなら、遠慮することなくダンスを共にするがいい。さあ王子よ、初めの相手を選びなさい」

　王子様は少し恥ずかしそうに招待客たちを見回していましたが、やがてその視線が一点で止まりました。自分に向けられているようで自分でないことを、赤ずきんはわかっていました。

　歩み寄ってきた王子様が手を差し出した相手はもちろん、赤ずきんの隣にいたシンデレラでした。

「踊っていただけますね」

「……はい」

　おずおずと伸ばされたシンデレラの手を、王子様が取ったその瞬間、オーケストラがワルツを奏ではじめました。優雅な円を描く二人。周囲の娘たちもそれぞれ、相手を見つけて踊ります。

「私と踊っていただけませんか？」

　赤ずきんもまた、声をかけられました。王様のお付きの者と思おぼしきその男性は、ずんぐりむっくりとしていて、顔も残念ながらまったく赤ずきんの好みではありませんでした。でも、断るわけにはいきません。

　赤ずきんはその男性の手を取り、見よう見まねで足を動かします。でも、赤ずきんはダンスなど踊ったことはありません。お母さんと住んでいた森のそばの小さな村では、こんな優雅な舞踏会など、開かれたことがなかったからです。

　赤ずきんは踊れない自分を情けなく、恥ずかしく思いました。すると、

「大丈夫です。私に任せて」

　ずんぐりむっくりな彼は、優しく微笑み、赤ずきんをリードします。初めは気が乗らなかった赤ずきんですが、次第に心がほぐれてきて、彼の動きに体を委ゆだねました。するとどうでしょう。すんなり足が動いていくのでした。さすがお城に勤めている人は、教養の一部としてダンスも身に付けているものと見えます。こんな醜ぶ男おとこでも、ちょっとは素敵に見えてくるのだから、舞踏会って不思議です。

「きゃっ！」

　隣で踊っていた女性が転んでしまいました。その足を見て、赤ずきんははっとしました。

「あの人、私と同じガラスの靴を履いているわ」

　間違いありません。ボヘミアの魔法使い、テクラのガラスの靴です。デザインまでまったく一緒なのです。

「彼女だけじゃないよ」

　ずんぐりむっくりは楽しそうに言いました。

「あちらのご婦人も、あっちのお嬢さんもだ」

　赤ずきんは踊りながら周囲の女性の足元を観察します。驚いたことに、半数くらいの女性がガラスの靴を履いているのでした。

「流は行やりものを見つけることにかけては、どんな目のいい鷹でも、ご婦人にかなわないね」

　冗談めかすずんぐりむっくりに「ええ」とごまかし笑いを返しながら、赤ずきんはあのテクラという、どことなく子どもっぽい魔法使いを思い出していました。

　──さっきも、舞踏会に行くという女の子の靴をガラスに変えてあげたばっかりよ。

　──世の中の女性の幸せが、私の幸せだわ。

　今日が舞踏会だと知ったテクラはきっと、手あたり次第に声をかけ、女性たちにお得意のガラスの靴をプレゼントしていったに違いありません。

　全部同じデザインにしなくったっていいじゃない。心の中で、赤ずきんは文句を言いました。

　シンデレラはどうしているかしらとその姿を探すと、王子様と見つめ合いながら、氷の上を滑るようにワルツを踊っています。

　本当にきれいだわ。

　テクラへのいらいらも忘れ、赤ずきんは素直に思いました。私ももっと、素敵な男性と踊りたい……。

「ありがとう」

　曲の切れ目でお礼を言うと、まだ踊りたそうなずんぐりむっくりから離れ、赤ずきんは別の男性の誘いを待ちました。

「お嬢さん、私と踊ってください」

　すぐに一人の男性がやってきました。ずんぐりむっくりよりはいくぶんハンサムな男性でした。ずんぐりむっくりのおかげで少しダンスに自信を持てるようになった赤ずきんはそのあと、存分に舞踏会を楽しみました。バイオリンやピアノの優雅な響きの中で、時間も、死体のことも忘れて──。




「王様！」

　無骨な声が大広間に響いたのは、どれくらい時間が経った頃だったでしょうか。凍り付いたように音楽が止まり、ダンスも止まります。

　カチャカチャと音を立てながら鎧よろいを着た一人の兵隊が進んでいきます。舞踏会にはまったく似つかわしくない殺気を漂わせた彼がまっすぐ向かったのは、舞台中央の玉座で舞踏会を眺めていた王様のもとでした。赤ずきんの胸がざわつきます。

　兵隊は王様のそばへかがみ込み、何やら耳打ちをしました。王様の顔は一瞬にして険しくなりました。そのあと、しばらく兵隊と話していた王様ですが、やがてすっくと立ち上がりました。

「皆の者！　すまないが、舞踏会は中断だ！　先ほど、森の中で死体が見つかった。わが臣しん民みん、炭焼きハンスであるとのことだ」 

　赤ずきんは夢の世界から、一気に現実へと引き戻されました。
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「ハンスの額には馬の蹄の形をした傷、後頭部に何かがぶつかった傷が残されていた。状況から見て、馬車の馬に額を蹴られて倒れ、そこにあった石に頭をぶつけて絶命したものと思われる」

　王様は続けました。

「死体は、道の脇に枯葉で覆われていたとのことである。わが見回り兵が注意深かったから見つけられたようなものの、何者かが故意に死体を隠そうとしたことは明白である！」

　赤ずきんはシンデレラのほうを見ました。シンデレラが蒼白な顔でこちらを見ています。招待客たちのざわめきは大きくなっていきます。

「知っておる者も多いだろうが、ハンスはわが城に炭と燻製を納めておった。ハンスの燻製は近隣諸国にも評判であり、外交と交易に欠かせぬものでもあった。ハンスを失うことは、わがクレール・ドゥ・リュヌ国の国益を失うことである」

　赤ずきんは震え上がります。そんなに重要な人物だったとは……。

「この中にハンスを殺あやめた馬車の持ち主がいるはずだ。即刻、名乗り出よ！」

　先ほどまでこの世で一番楽しかった大広間は、今や脱出不可能な洞窟のような恐怖のしじまに沈んでいました。名乗り出られるわけはありません。

　すると、先ほどの兵隊が再び、王様に耳打ちをしました。王様はうなずくと、また声を張り上げます。

「ただいまより、わが兵が今宵この城へやってきた馬車をすべて検あらためる！　血の付いている馬車の持ち主が、ハンスを殺した者ぞ！」

　背中に、冷水を浴びせられたようでした。シンデレラはすでに、死刑を宣告されたような表情をしていました。

　そのわずか一分後、見回り兵たちと共に舞踏会の客人たちはぞろぞろと階段を下りていました。馬車はお城の壁に沿って、ずらりと駐とめられていました。ざっと四十台はあるでしょうか。それぞれの御者たちは皆、何があったのかという顔です。見回り兵はいつの間にか部下を四人従えており、五人で一台一台、馬車を検分していきます。

　赤ずきんとシンデレラは人目を盗むようにして、早足でカボチャの馬車のもとへと歩いていきました。二人は舞踏会が始まる時間のぎりぎりに来たので、階段から最も遠い所へ駐めてありました。もし血が付いていたら、すぐに拭わねばなりません。

「どうか、したんですか？」

　カボチャの馬車の前までやってくると、黒ネズミの御者がぴょこんと御者台から飛び降りて訊ねました。二人は早口で、王様が告げたことを説明しました。ハンスの死体が発見されたことにこそ驚いていた御者ですが、すべてを聞き受けると出っ歯を見せてにやりと笑い、一頭の白馬の首にぽんと手を置きました。

「血はたしかに、こいつの足に付いていました。ですがもう、流しちまいました」

「えっ？」

「うまい具合に、あっちに泉がありましてね、おいら、口に水を含んで運んできては、ぺっとこいつの足に吐きかけて、洗ってやったんです。他の馬車の御者どもにはもちろん気づかれていません。それから、車体にも血は飛び散ってて、こっちはうまく洗い流せなかったんですがね」

　黒ネズミの御者の視線の先を追うと、カボチャの車体の一部が、削り取られていました。

「おいらが、かじっておきました」

「まあ、なんて素敵なネズミなの」

　シンデレラは思わずといったように、黒ネズミの御者に抱きつきました。赤ずきんは安堵してその場に崩れ落ちそうになりました。でも、油断はできません。見回り兵は何かから、ハンスを轢き殺したのはこの馬車であることを突き止めるかもしれないのです。

「それにしても、時間がないですよ」

　黒ネズミの御者は、赤ずきんとは別の心配事を口にしました。

「バーバラ婆さんがおいらたちにかけた魔法は、十二時になると、解けちまうんでしょう？」

　そうでした。赤ずきんは慌ててお城の時計塔を見上げます。すでに時刻は十一時を回っていました。

「まずいわ。今すぐ帰りましょう」

　赤ずきんは馬車に乗り込もうとしましたが、シンデレラが止めました。

「今この場から立ち去るのは、疑ってくださいと言うようなものよ。追いかけられて捕まったらどうするの」

　言われてみればそうです。二人はじっと待つよりほか、ありませんでした。

　カボチャの馬車のもとへ見回り兵がやってきたのはそれから四十分もあとのことでした。変わった馬車だとかなんとかつぶやきながら調べる五人は、すでに疲れているようでした。

「やはり、血の跡など付いていないな」

　泉の水で洗い流したということには、考えが及ばないようでした。

「隊長！」

　一人の兵が走り寄ってきました。

「王様がお呼びです。運ばれてきたハンスの遺体を侍じ医いのやつが調べたところ、新たなことがわかったということで」

　時計はもう十一時四十五分を指しています。それでも二人は、「新たなこと」というのが何なのか聞かずにはいられず、見回り兵たちと共に階段の下まで戻りました。

　そこには、不安な顔をした舞踏会の招待客たちの輪ができていました。輪の真ん中にいるのは王様と王子様、それに丸い眼鏡をかけた背の低い老人でした。彼が侍医のようです。

「あー、うー、先ほど、運ばれてきたハンスの遺体じゃが」

　侍医はもったいぶって、報告をはじめました。

「あー、うー、血の固まり具合から、額の傷より、後頭部の傷のほうが、ずっと先に付けられたものじゃということがわかったぞい」

　なんですって……？　赤ずきんは思わず、シンデレラの顔を見ました。

「それもかなり強い力でな、あー、うー、おそらくハンスは後ろから殴られて死んだあと、あー、少し経ってから、馬に轢かれたんじゃろうて」

「間違いないのか」

　見回り兵より先に、王様が問いました。侍医は恐縮しながら、こくこくと二回うなずきました。

「あー、たぶん夕方、うー、暗くなる前には、死んどったんじゃなかろうかと存じます」

　ということは……馬車の前にふらりと出てきたとき、すでにハンスは死んでいたことになります。

　あまりに不可解なことに、赤ずきんは混乱してきました。死してなお、この世を徘はい徊かいするという、トランシルヴァニアの怪物だとでもいうのでしょうか。

「あの……、恐れながら王様」

　そのとき、招待客の中から一歩進み出た者がいました。焼く前のパン生地のような、ぷっくら膨らんだ生白い顔のあの女性は、シンデレラの継母、イザベラです。王様は怪け訝げんな顔をしていました。

「炭焼きハンスは、王様の信頼の厚い者ですので、言いにくかったのですが」

「申してみよ」

「あの男は、五十を過ぎながら若い娘が大好きで、独り身なのをいいことに、炭焼き小屋に若い娘を引っ張り込んでは乱暴をしていたのです」

　赤ずきんは驚きましたが、周囲には同意するような空気が広がりました。

「……そうなの？」

　シンデレラに小声で訊ねると、シンデレラは「私も、知らなかったわ」と返事をしました。

　イザベラが続けます。

「ハンスは自分が王様から目をかけられていることを盾に、娘たちに口止めをしていたのです。この中には、ハンスを恨うらむ者が大勢いるかと」

「あのハンスが……信じられぬ。噓は大罪であるぞ」

「う、う、噓だなんて。天と地と、森しん羅ら万ばん象しように誓いまして真実でございます」

　イザベラは縮み上がりました。そんな彼女に口添えしたのは、意外な人物でした。

「父君、実はハンスについては私も一言ございます」

　王子様です。一同は注目しました。

「昨日ハンスは、城へ燻製を届けたついでに私の部屋を訪れたのです」

　──明日の舞踏会には、娘たちがさぞめかしこんで来るんでしょうな、羨うらやましい限りですや。

　王子様にそう告げたハンスは、あろうことか「一人二人、私にも相手をさせていただきたい」と言ったそうです。それがいかがわしい意味であることは王子様にもわかりました。王子様は突っぱねましたが、ハンスはにやにや笑うだけだったそうです。

「なぜ人を呼ばなかった？　呼べばハンスなどつまみ出すことができたろう」

「……私は、ハンスに弱みを握られていたのです」

「弱み？」

　王子様はためらうように目を伏せていましたが、やがて意を決したように王様の顔を見ました。

「申し訳ありません。五年前、父君の大切にしていた泉の白鳥を殺したのは、私だったのです」

　害鳥を退治するための毒入りの餌えさを、王子様は誤って泉に撒まいてしまったそうです。その日のうちに白鳥は全滅してしまい、王様は「誰がやったのだ！　首を斬ってやるから出てこい！」と、怒り狂いました。その姿に、王子様は自分がやったのだと言い出すことができなかったのだそうです。

「私が毒入りの餌を撒くところを、ハンスは物陰で見ていたのです。それで、ことあるごとにハンスにゆすられるようになっておりました」

「そうであったか……」

　王様は驚きと憐あわれみの混じりあった表情で王子様を見ていましたが、

「もう白鳥のことは怒っておらぬ」

「本当ですか、父君」

「五年も前のことをとがめても仕方あるまい。それより、お前はそのハンスのいかがわしい頼みを聞き入れたわけではあるまいな」

「滅相もありません。ですがその代わり、私の大事にしているサファイアの付いたサーベルをやるということにいたしました」

「あのサーベルを」

「はい。今日の夕方の四時半ごろ、使いの者に小屋に届けさせる約束をしました。ですが今日になってサーベルが惜しくなってしまい、私は約束を破ったのです。ハンスのもとには、誰も送りませんでした。ですから舞踏会が始まってからも、ハンスが乗り込んでこぬかと気が気ではなかったのですが、まさか死体となって運ばれてくるとは……」

　王子様の嘆きを、皆憐れんでいるようでした。

「父君、それから、お集まりの皆さま、今の話でおわかりになったと思いますが、この私にはハンスを殺める動機があります。しかし神に誓います。私はそのようなこと、しておりません」

「もうよい、わかっておる」

　王様が静かに言います。

「お前は今日一日、舞踏会に向けてダンスの練習に励んでおった。私の他にも多くの者が証明する。ハンスを殺す時間などあろうはずがなかった」

　一同に、安堵の静けさが流れます。

「王子様が人など殺すはずはないわ」

　シンデレラが強い口調で言いました。その声に王子様が目を向けました。微かに微笑んでいるようでした。

　そのとき、

　──リーン、ゴーン

　赤ずきんは塔に目をやります。

　「12」の文字の上で、長い針と短い針がぴったり重なっていました！　赤ずきんとシンデレラは顔を見合わす間もなく、カボチャの馬車へと走りました。

「お待ちください！」

　王子様が追いかけてきます。

「ごめんなさい、王子様、私たち、帰らなければならないのです」

　シンデレラは走りながら悲痛な声で叫びました。

　──リーン、ゴーン

　無情にも鐘は鳴り続けます。二人はカボチャの馬車に乗り込み、ドアを閉めました。追いついてきた王子様が、窓に縋すがり付きます。

「せめて、お名前を」

　ごめんなさい、とシンデレラは首を振ります。赤ずきんはテクラの作戦を思い出し、シンデレラの左ひざをぽんぽんと叩きました。シンデレラははっとしたような顔をして、左足の靴を脱ぎました。

　──リーン、ゴーン

「これを！」

　シンデレラがガラスの靴を王子様に手渡した直後、「ハイヨッ」と黒ネズミの御者が鞭をしならせ、馬車はものすごい速さで走り出しました。啞あ然ぜんとする招待客の前を馬車は駆け抜けます。お城はどんどん遠くなっていきます。

　──リーン、ゴーン

　もう、鐘はいくつ鳴ったのでしょうか。最後の鐘が鳴るまでに、できるだけ遠くに行かなければなりません。とにかく急いでいたので、感傷などあったものではありませんでした。

「黒ネズミ、森ではなく、小川のほうへ！」

　シンデレラが叫びました。馬車は左に急旋回し、どんどん走っていきます。そして、

　──リーン、ゴ[image: ]ン

　ひときわ大きな鐘の余韻が消えたそのとき、赤ずきんは草の上に投げ出されたのでした。目の前には煌こう々こうと灯るランタン（これだけは、シンデレラが納屋から持ってきた、魔法のかかっていないものでした）と、薄汚いカボチャ、一匹の黒ネズミ、四匹の白ネズミ、それに、ぼろを着た女の子がいるだけでした。

６．

　先ほどまでのきらびやかな世界が、まるで遠い国のおとぎ話のようでした。夜の小川は、静寂から静寂へと水を運ぶように、しゃりしゃりと流れています。そんな小川沿いを、赤ずきんとシンデレラは岩づたいに裸足で歩いているのでした。

「ごめんなさいね、もう少しだから」

　先を行くシンデレラが言いました。

「気にしないで。夜の小川も、気持ちがいいわ」

　赤ずきんはそう答えましたが、実際はへとへとでした。慣れないダンスに夢中になっていたこともありますが、ハンスの死体が見つかってしまったことにはじまる混乱で、頭の中がめちゃめちゃになっていたのです。

「王子様、本当に来てくれるかしら」

「来てくれるわよ」

　赤ずきんは確信をもって答えました。

　ボヘミアの魔法使い、テクラの作戦は単純なものでした。お城を去るときに、片方のガラスの靴を残しておけばいいというのです。もう一度シンデレラに会いたくなった王子様は、翌日になってガラスの靴を片手に若い娘のいる家を訪ねて回るに違いありません。テクラによる魔法のガラスの靴は、たとえ同じ足のサイズでも、初めに履いた人以外の足には入らないようになっていますから、いくら身なりが汚いシンデレラでも、その足が靴にぴったり入れば、王子様は意中の人とわかってくれるに違いないのです。

　なんて素敵な話なのでしょう。明日の今頃、シンデレラは王子様のお妃として、お城に迎え入れられているかもしれません。そう考えると、ぼろを着るこの最後の夜が、どこか感慨深くもあります。

　そんなことを赤ずきんが考えていると、ひょいとシンデレラが何かを飛び越えました。

「いばらの蔓つるがあるから、踏まないようにね」

「わかったわ」

　両手にガラスの靴を持ったまま、赤ずきんもいばらの蔓を飛び越えました。

　さっきシンデレラが、まだ御者だった黒ネズミに森の道を避けて小川を目指すように命じたのは、このいばらが理由だったのです。このとげだらけの植物は、森のいたるところに生えていて、ガラスの靴を片方残してきてしまったシンデレラが歩けるはずはありません。その点、小川沿いの岩はすべすべしており、いばらも少ししか生えていないので歩きやすいというのです。アンヌという姉にさんざんキイチゴを取りに行かされた経験に基づく知恵でした。ガラスの靴では岩の上は歩きにくいので、赤ずきんもシンデレラと同じく裸足になっているのです。

「またいばらよ」

「はい」

　ぴょんと赤ずきんが飛び越えたそのいばらの蔓の先端は、小川の中に浸っており、何か白いものが引っ掛かって揺れていました。何かしら……と赤ずきんが目をこらしたそのとき、

「ハンスのことだけど」

　前を行くシンデレラが突然言いました。

「本当に、私たちがやったとはわからないわよね」

「わからないと思うわ。蹄の形を実際の馬の蹄と照合されたら危なかったかもしれないけどね」

　そんなことはもうできるわけはありません。四頭の白馬はもう、白ネズミに戻ってしまったのですから。カボチャのほうは砕いて、川に流してしまいました。

「あのお医者さん、ハンスが死んだのは馬車に轢かれるより前だと言っていたけれど、本当かしら」

「さあ」とシンデレラは首をすくめます。「それだったら、私たちが殺したんじゃないということになるわね」

「でも、だとしたら、誰がハンスを殺したというの？」

「わからないわ。どっちにしても、私たちとハンスの死体を結びつけるものは、もうこの世には残っていない。気にするのはやめましょう」

　二人の会話を聞いているのは、シンデレラの服のポケットの中で身を寄せ合っている、白黒五匹のネズミだけでした。

　それきり黙って五分ほど小川沿いを行くと、赤ずきんがシンデレラと出会った平たい岩のところへ出ました。二人はそのまま、シンデレラの家までやってきました。明かりはついていませんでした。継母とお姉さんたちはまだ帰ってきていないようでした。舞踏会は夜通しやるとのことでしたが、再開されたのでしょうか。

「どうぞ」

　シンデレラは納屋の扉を開きました。かびの臭いが赤ずきんの鼻をつきます。ランタンの明かりの中、赤ずきんの目にはドアの脇にある小さな木の棚が見えました。靴箱のようですが、何も置かれていません。

「ベッドなんてないけれど。ごめんなさいね」

　シンデレラはどさっと、藁の上に倒れ込みました。その横に、赤ずきんも身を横たえます。

「おやすみなさい」

　シンデレラがつぶやき、ランタンが消されました。

「おやすみなさい」

　赤ずきんは、目を閉じました。

７．

　シンデレラはすぐに寝息をたてはじめましたが、赤ずきんは眠れませんでした。体は疲れているのに、妙に頭が冴えるのです。この納屋を満たす、かびの臭いも気になりました。

　赤ずきんだって、裕福な家で育ったわけではありません。森のそばの小さな村の家で木を組み立てて作ったベッドに、ほとんど大きなハンカチのような薄い布団をかけて寝ていたのです。

　それでもあの家は清潔でした。こんな納屋、冷静になってみれば馬や牛が寝るところであって、人間が押し込まれていていいものではありません。あらためて、赤ずきんはシンデレラを哀あわれに思いました。

　ちょっと気分転換に外でも歩きましょう。

　手探りでガラスの靴を履きました。バスケットの中のクッキーの包みの下からマッチを取り出すと、シュッと擦り、ランタンを見つけて火を入れました。

　納屋を出ると、あたりはひっそりとしていました。周囲にもぽつぽつと家は建っていますが、寝静まっているのか、はたまた舞踏会から帰ってきていないのか、死んだように静かです。森のほうはどうかしら、と赤ずきんは思いました。

　やがて、森の出入り口へとたどり着きました。

　ふと、人のざわめきのようなものが聞こえた気がしました。

「あれ？」

　赤ずきんは妙なことに気づきました。森の中から、ふらふらと黄色い影が歩いてくるのです。

「えっ？　えっ？」

　その影は、赤ずきんを認めると、かっと目を見開き、だだだっと走って向かってきました。首元に狐のしっぽで作ったような襟巻きをして、黄色いドレスを着た、背の低い女の人でした。

「助けてえ！」

「えっ？　えっ？　えっ？」

　彼女はものすごい勢いで、赤ずきんの両肩をつかみました。

「ひっ！」

　赤ずきんは叫びます。髪はぼさぼさで、額には一筋の血が垂れ、目の下に真っ黒な隈くまができています。悪魔──その言葉が頭をよぎり、足がすくみました。

「な、なんなの？」恐怖の中、ようやく、それだけ言えました。

「私はマルゴー。追われているの！」

　マルゴー……その名を思い出すのに、赤ずきんは数秒かかりました。

「シンデレラの、下のお姉さん？」

「あの子を知ってるの？」

「ええ。お友だちよ」

「あの子に友だちなんて……まあ、今それはどうでもいいわ。助けて。私、今、追われているの。お城の兵隊たちに」

「どうして？　何かしたの？」

　赤ずきんの顔を見詰めたまま、マルゴーの目から大粒の涙がぼろぼろと零こぼれ落ちます。

「私、人を、殺しちゃった……」

「えっ？」

「炭焼きハンスを、殺したの」

　まさかの自白に、赤ずきんはぞっとしました。

「今日のお昼、ハンスから私に手紙があったの。『世界一おいしいケーキを手に入れたから、特別に分けてあげよう。夕方の四時過ぎに待っている』……って。私、ケーキに目がないから、四時過ぎにハンスの小屋に行った。そこで、ハンスに襲われたのよ」

「襲われた？」

　ハンスが若い娘が好きだと、イザベラが言っていたことを赤ずきんは思い出しました。

「小屋のドアを開けたとたんに後ろから殴られたの。私の目の前にその石が転がったようだわ。気が遠くなりそうになりながら振り向こうとしたところで、もう一発。そのあとはよく覚えていないんだけど……とにかく目が覚めたら頭が痛くて、ここのあたりが……」

　ランタンでマルゴーの頭を照らすと、大きな傷と、小さな傷がありました。

「ふと気づくと、目の前にハンスが倒れていて、息をしてなかった。血がついた石があって、それにこれ……」

　マルゴーは赤ずきんに何かを見せました。それは、緑色の宝石の付いたネックレスでした。

「これは？」

「お母さまの大事にしているエメラルドのネックレスで、舞踏会にもしていく予定だったのに、ハンスの死体のポケットから覗いていた。ハンスはこれを盗んだに違いないわ。私は殴られて気を失ったあと、きっとすぐに目が覚めて、きっとハンスが憎くなって、きっと石で……」

「きっと、きっと、きっとって、あなたがやったんでしょ？」

「覚えていないのよ」

　マルゴーの目からは再び、涙が零れ落ちます。

「でも、どう考えても、私しかいないじゃない！」

　どうも錯乱しているようでした。

「落ち着いて、マルゴー。ハンスが死んでるのに気づいて、あなたはどうしたの？」

「なんとか、ごまかさなきゃって思った。それでいろいろ小屋の周りを見たら、炭焼き窯の近くに荷車があった。それにハンスを乗せて森の中を進んで、ハンスを抱えたまま、道の脇の木の陰に隠れて、馬車が来るのを待ったのよ」

　赤ずきんははっとしました。

「馬車に轢かせて、それが原因で死んだと見せかけようとしたわけね？」

「そう。私は少ししてやってきた馬車の前にハンスを放り出したの。馬がハンスを蹴る音を聞きながら、一目散に森の中へ駆け戻った」

　その馬車というのは、赤ずきんとシンデレラが乗っていたカボチャの馬車に違いありません。黒ネズミの御者があたふたしている横で、シンデレラが森の奥を見ていたように感じたのは、走り去るマルゴーの気配を感じ取っていたからなのかもしれない。赤ずきんはそう思いながら、さらに質問します。

「そのあとは？」

「舞踏会に行くはずだったけど、とてもそんな気分にはなれなかった。王様たちにバレたらどうしようって。家に帰る気も起きず、そのまま森にいたら、さっき見回り兵に見つかって。そしたらちょっとほっとしちゃって、何があったのか、ここまでのことを話したの。だけど捕まって、この先どんなことが私に起きるのか考えたら、逆に怖くなっちゃって。それで……」

　そこまでマルゴーが言ったとき、

「いたぞ！」

　大勢の男たちが走ってきました。

「ぎゃああ！」

　マルゴーは取り乱し、がりっと赤ずきんの顔を引っかきました。

「いたっ！　何するのよ！」

　赤ずきんはとっさにマルゴーの腕を捻り上げました。そんなことは今までしたことなかったのですが、なぜかしっかり腕を取っていました。そして、すぐさまやってきた見回り兵たちにマルゴーを突き出したのです。

「さあ、お望みのマルゴーよ。連れていきなさい」

「なによ、助けてくれるって言ったじゃない！」

「そんなこと、一言も言ってないわ」

　赤ずきんは袖をぱんぱんと払いました。

「噓つき！　薄情者！　うわぁ、うわぁう！」

　生け捕りにされたドラゴンのようにわめきながら、マルゴーは見回り兵たちに連れて行かれました。──と、そんなマルゴーの襟巻きに、何かがきらりと光っているのが見え、それがやけに気になりました。

　なんでしょう、この胸のざわめきは。

　実はマルゴーの頭の傷を見たときから、赤ずきんの心には何かがひっかかっているのです。いや、それ以前からずっと、何かがおかしいと思っていたのに違いありませんでした。

「ご協力ありがとうございました」

　声に振り向くと、兵隊と一緒にやってきた、一人だけ身なりの違う男性が残っていました。直立不動で言うその人をランタンで照らし、「あっ」と赤ずきんは声を漏らしました。舞踏会で一緒に踊った、ずんぐりむっくりだったのです。

「私は、王様の侍従長です。あなたは？」

　彼は赤ずきんのことに気づいていない様子でした。あのときはドレス姿だったので無理もありません。それにしても、侍従長だなんて、ずいぶんえらい人だったようです。

「私は赤ずきんよ」

「そうですか。本当にありがとう。王様にいい報告ができそうです」

　ハンスを殺した犯人を捕まえたことを言っているのでしょう。ですが赤ずきんは、そうは思えませんでした。

「ねえ。本当に、あの人かしら」

　赤ずきんの疑問に、ずんぐりむっくりの侍従長は「はい？」と訊き返しました。

「マルゴーの頭にあった傷。あれは自分でつけたものではなかった。誰かに殴られたものよ。それで気を失ったマルゴーは、床に倒れてしまったんだわ」

「ハンスに殴られたのではないですか？」

「だとしたら、ハンスを殴ったのは誰なの？」

　自問しているような感覚でした。ハンスを殴った者は、別にいる。気を失い、記憶があやふやなマルゴーは錯乱し、それを自分の仕業だと勘違いしたのではないでしょうか。それに、ハンスがイザベラのネックレスを盗んだとマルゴーは言っていましたが、そんなに簡単にハンスが家に入り込めるものでしょうか。あのネックレスを盗んだのが、ハンスではないのだとしたら……。

「えっ？」

　その瞬間、赤ずきんの頭の中で、今までの小さな違和感がすべてつながったのでした。しかしまだ、憶測でしかありません。何か証拠は見つからないでしょうか。

「侍従長さん」

　少し考えたあとで、赤ずきんは口を開きました。

「もしよかったら、私の夜の散歩に付き合っていただけないかしら？」

　侍従長は不思議そうな顔をしましたが、やがて嬉しそうに微笑みました。

「喜んで。赤ずきんさん」

８．

　青い空です。

　空気は澄んで、妖精の吐息のようなそよ風が頰を撫でます。空には小鳥が戯たわむれ、どこかからのんびりとした牛の鳴き声が聞こえます。

　小川のせせらぎ、暖かい日の光、目に優しい緑。本当に美しい国だわ、あんな事件さえ起きなければ。──ガラスの靴を履いた赤ずきんは、ゆっくりと、その家に向かって行ました。

　納屋からほど近い木に棒を渡し、シーツを干している女の子がいました。つぎはぎだらけの服を着た、シンデレラでした。

「おはよう」

　声をかけると、彼女は「まあ！」と赤ずきんに駆け寄ってきました。

「どこへ行っていたの？　起きたらいなかったから心配したわ。バスケットも置きっぱなしで」

　赤ずきんはこれには応えず、ちょっと肩を上げただけでした。

「まあいいわ。それより聞いて。今朝早くに、見回り兵がうちに来て、とんでもないことを教えてくれたの。ハンスを殺した犯人は、マルゴーお姉さまだったんですって！」

　シンデレラは火山が噴火したような興奮ぶりでした。

「お姉さまは昨日、舞踏会に行く前にケーキにつられてハンスの小屋へ行ったんだそうよ。そこでハンスに襲われて、逆に殺してしまったんですって。そのハンスの死体を、馬車に轢かれたように見せかけるため、木の陰から私たちの馬車の前にハンスを放り出したのよ」

　赤ずきんが口を挟む隙すきを与えず、話し続けます。

「お母さまとアンヌお姉さまはショックで寝込んでしまったけれど、私は安心したわ。やっぱり、白ネズミの馬に蹴られる前からハンスは死んでいたのよ。もともと私たちは悪くなかったの！」

「ねえシンデレラ、あなたの手はどうしてそんなに細かい切り傷だらけなの？」

　赤ずきんはシンデレラを無視するように質問をしました。「えっ」と、シンデレラは不思議そうな顔をし、自分の手に目を落とします。

「昨日も言ったでしょ。キイチゴを摘むときについてしまうのよ。いばらがあるものだから。それが何か……」

「ねえシンデレラ、あなたの足はどうして裸足なの？」

「靴がないからよ。アンヌお姉さまに捨てられてしまったって言ったじゃない。どうして今さらそんなことを……」

「ねえシンデレラ」

　赤ずきんは人差し指を立てると、シンデレラの顔に突き付けました。

「あなたの犯罪計画は、どうしてそんなに杜ず撰さんなの？」

　シンデレラは口を結び、赤ずきんの顔をじっと見つめました。驚くほど冷静な、蛇のような目でした。氷のような時間が過ぎたあと、シンデレラは落ち着いた口調で答えました。

「何を言っているのか、わからないわ」

「バスケットを預かってくれてありがとう」

　勝手に納屋に入っていく赤ずきんを、シンデレラはじっと見送るだけです。

　バスケットを持って赤ずきんが納屋から出ると、ちょうどぱかぱかと、馬の蹄の音が聞こえてきました。金や宝石で飾り立てた立派な馬車──兵隊たちと、あのずんぐりむっくりの侍従長も一緒です。

　馬車は二人の前まで来て停まると、扉が開きました。中から現れたのは、王子様でした。かっちりした紺色の軍服に黄色い肩章が映えています。夜会服とはまた雰囲気が違って、やはりとても素敵でした。

「王子様……」

　さっきまでの蛇の目はどこへやら、シンデレラは恋する少女の顔に戻っていました。侍従長が一歩、前へ出ます。

「王子様は、この靴の持ち主を探しておる」

　もったいぶった口調で彼が見せたのは、左足だけのガラスの靴でした。

「なんでもこのガラスの靴は、持ち主以外の足にはぴったりと入らぬとのことである。娘、名を申すがよい」

「シンデレラと申します」

「シンデレラよ、左足を出すがよい」

　シンデレラはうなずき、スカートを少し上げ、左足を差し出しました。緊張した面持ちです。同時に、すべてはこの瞬間のためにあったという、達成感と希望も見て取れました。

　侍従長は彼女の前にガラスの靴を置きました。シンデレラのきれいな足が、靴に入っていきます。──まるで吸い込まれるようにぴったりと、その足はガラスの靴に収まりました。

「ぴったりでございます！」

　侍従長が告げると、王子様は一歩シンデレラの前に出て、その顔を見つめました。シンデレラの目はすでに、幸せの日々を映しているかのようにうるんでいます。

　そして、王子様の口がついに開きました。

「この娘を──、逮捕せよ」

「えっ？」

　機敏な動きで兵隊たちが、シンデレラの腕をつかみます。

「ど、どうしてです、なぜ私が……」

「シンデレラ。このガラスの靴は、昨日あなたが王子様に渡したものではないの。鳩のお墓の中から掘り起こしたものなのよ」

　赤ずきんの言葉に、シンデレラの顔がさっと変わりました。

「当然、右の靴も一緒にね。侍従長さん」

　侍従長が、隠し持っていた右の靴を見せました。そのヒール部分は、欠けていました。

「初めに会ったときからおかしいと思っていたのは、アンヌ姉さんの話だわ。キイチゴのジャムが好きなはずなのに、あなたの靴を捨ててしまうなんて。靴を捨ててしまったら、もういばらのとげのある森の中にあなたは入れなくなってしまうもの。いくら意地悪でも、そんな軽率なことはしないはず。あなたが裸足だったのには、別の理由があった。あなた、私に会う前にすでに、一足しか持っていない靴をガラスの靴に変えてもらっていたんでしょう？」

「何を言い出すのかと思えば」

　シンデレラは顔をひきつらせて笑いました。

「証人だっているわ。いや、証魔法使いと言ったほうがいいかしら」

「私のことね？」

　ぴかりと頭上で何かが光ったかと思うと、あのボヘミアの魔法使い、テクラがゆっくりと降りてきました。王子様や侍従長は息をひそめてその様子を見守るばかりです。

「テクラ。あなたは、このおんぼろの服を着た女の子の靴を、ガラスの靴に変えたわね」

「ええ。昨日、森の中でばったり出会ってね。まさかその少し後に小川沿いで出会ったドレス姿の女の子が、同じ子だとは気づかなかったわ」

　ぼわん、と音がして、今度は老魔女のバーバラが現れました。

「そりゃそうだろうよ。私の魔法でまるで別人のような姿になったんだから。同じ子に、二度もガラスの靴を与えるなんてことをしてしまっても、しょうがないわ」

「噓よ、噓つき魔法使い！」

　シンデレラは叫びますが、

「噓じゃないわ」「噓じゃないね」

　二人の魔法使いは揃そろって首を振ります。赤ずきんはテクラに訊ねました。

「初めに彼女の靴をガラスの靴に変えてあげようとしたとき、彼女は森の中で何をしていたの？」

「緑色の服のおじさんと何かを話していたけれど、青ざめていたわ」

「おじさんは手に何かを持っていなかったかしら」

「きれいなエメラルドのネックレスを持っていたのよ」

　赤ずきんはシンデレラのほうを向きました。

「イザベラのネックレスを盗んだのはあなたね。あなたは、舞踏会に行く継母のイザベラと二人の姉が憎かった。せめてもの腹いせに、イザベラが大事にしているネックレスを盗んで、森の中に隠そうとしたのよ。ところがそれをハンスに見つかってしまった。ハンスはあなたに言ったのでしょう。『盗みを働いたことを継母に知られたくなければ、今後ずっと、俺の言うとおりにしろ』ってね」

　ハンスは、四時半に王子様の使いがやってきてサーベルを届けてくれることをシンデレラに告げ、そのあともう一度小屋に来るようにと命じたのです。

「その後自分がどんなひどい目に遭うのか、しかし、盗みを働いたことがイザベラにバレるのも怖い。いっそのこと、ハンスを殺してしまえば……そんなことを考えていたあなたの前に、テクラは現れたのね。そして、ガラスの靴を両足に履くころ、あなたの不穏な計画はできあがっていたのよ」

　シンデレラは目を逸らします。

「あなたはハンスを殺し、その罪を、憎らしいマルゴーに擦なすり付けることにした。『世界一おいしいケーキがあるから夕方の四時過ぎに小屋で待っている』というハンスが書いたように見せかけた偽の手紙をマルゴーに渡し、自分はそれより少し前に小屋に行って、隙を見て背後からハンスの頭を石で打ち砕いた」

　さらにシンデレラは隠れてマルゴーを待ち構えたのです。「ドアを開けたとたんに後ろから殴られた」というマルゴーの記憶が正しいなら、近くの木の陰にでも隠れていたに違いありません。マルゴーを失神させ、四時半にやってくるという王子様の使いにマルゴーとハンスの死体を同時に発見させるのが、シンデレラの当初の計画でした。

「ところがあなたはマルゴーを襲った時にミスをした。一発目で失神させることができなかったばかりか、石を手放してしまったの。うずくまるマルゴーに顔を見られる前に、彼女を失神させなければならなかったあなたは、とっさに右足のガラスの靴を脱いでマルゴーの頭を殴った。それでマルゴーは失神したけれど、このとき、ガラスの靴のヒール部分が欠けてしまったのね」

　赤ずきんはポケットから、そのガラスのかけらを出しました。シンデレラの目が見開かれました。

「どこに……」

「マルゴーの襟巻きについていたわ。これを見つけられなかったあなたは、後の調べでこれが見つかることを恐れた。だってその破片は、あなたのガラスの靴の欠けた部分にぴったり嵌はまるはずだもの。ガラスの靴を捨ててしまえばいいけど、誰かに拾われたら困るわ。だって、テクラの魔法は七日七晩しか効かないんですもの。マルゴーを殴った凶器は、魔法が解ければ、あなたの靴に戻ってしまう。これじゃあ誰が犯人かまるわかりよ」

　赤ずきんは侍従長から靴を受け取ります。

「あなたは絶対に見つからないところにこの靴を七日間、隠す必要があった。そして思いついたのが、ちょうど昨日死んだ鳩のお墓だったというわけ。たとえ動物のものでも、お墓を掘り起こそうなんて考える人間はなかなかいないもの。私があなたに出会ったあの時、あなたはまさに、ガラスの靴を埋めたところだったのね」

　シンデレラの無言は、肯定を意味していました。

「証拠隠滅とはいえ、ガラスの靴を埋めてしまったあなたは途方にくれた。たった一足しかない靴がなくなってしまったんですものね。そこへ、靴が流れてきたのよ。あなたは天からの恵みかと思ったんじゃないかしら。すぐに、その靴の持ち主が現れてしまったけどね」

　赤ずきんは微笑みながら、自分を指さします。あのとき「あなたの靴だったの」と言ったシンデレラは、どことなく残念そうだったのでした。

「バーバラにドレスを与えられるまで、あなたは自分が舞踏会に行くなんて思ってもみなかったでしょうね。見違えるようにきれいになって、私たちにおだてられて初めて、継母のことも、意地悪なお姉さんたちのことも、殺したハンスのことも、失った靴のことも、全ての心配が消えると思った……」

「いいえ！」

　そのとき突然、シンデレラは大声で赤ずきんの言葉を遮りました。

「舞踏会に行くなんて思ってもみなかった、ですって？」

　甲高い声で、彼女は笑いはじめました。

「思っていたに決まっているわ。自分が他の女の子より何十倍もきれいなことなんて、五歳の時から知ってるの。私の美貌に比べたら、アンヌお姉さまやマルゴーお姉さまなんて、馬の糞と同じよ。美しいドレスに身を包んでお城に行って、王子様に見初められるのは、私の当然の権利だわ。その正当な権利が認められる正当なチャンスが訪れただけなのよ！」

　人が変わったようなシンデレラの告白を、醜いものでも見るような目つきで、王子様は聞いてました。赤ずきんは口を開きます。

「その『正当なチャンス』の裏で、あなたの計画をほころばせる予想外のことが次々と起きていた。一つは、王子様がサーベルを惜しんでハンスのもとに使いを寄越さなかったこと。これでハンス殺害をマルゴーの仕業に見せかける計画はつぶれたわ。ところが、マルゴーの仕業だと信じてしまった人が一人だけいた。マルゴー自身よ」

　殴られた後の記憶があやふやなマルゴーは、自分がハンスに襲われ、反対にハンスを殺したと思い込んでしまったのです。

「捕まることを恐れたマルゴーは、ハンスの死体を荷台に乗せて森の中の道の脇まで運び、馬車に轢かれた事故死に見せかけようとした。皮肉なことに、そこに通りかかったのが私たちの乗ったカボチャの馬車だったってわけ。たしかに殺したはずのハンスが目の前に現れて、あなたはびっくりしたでしょうね」

　シンデレラがあのとき「まさか」と言っていたのを、赤ずきんは思い出していました。シンデレラは歯ぎしりでもしそうな表情です。

「マルゴーが息を吹き返してハンスを運んできたことを悟ったあなたは、とっさに考えをめぐらした。自分が誰に殴られたのか、マルゴーはわかっていないことには確信があった」

　自分たちとハンスのつながりを消すほうが得策だと考えたシンデレラは、赤ずきんを共犯者として、ハンスの死体を隠すことにしたのです。

「十二時になれば馬車も馬も御者も、カボチャとネズミに戻ってすっかり痕跡は消えるはずと舞踏会に参加し、まんまと王子様の気持ちをつかんだ──でも、ここでもあなたの計画はほころんだ。見回り兵がハンスの死体を見つけてしまったの。カボチャの馬車に付いたハンスの血は御者が洗い流していてくれたからよかったものの、本当にいい加減な、綱渡りの犯罪計画だわ」

　赤ずきんはここで少し、笑いました。まだ共犯者だったころの自分の心境を思い出したのです。

「カボチャとネズミが元に戻って、あなたはようやく安心できたのよ。舞踏会にマルゴーが現れておらず、家にも帰っている様子がなかったから、まだ森にいるとあなたは思ったのでしょう。納屋に帰ったら、あなたはすぐに眠ってしまったわね。いずれマルゴーが捕まることを期待していたか、それともすでに王子様が迎えにくる夢を見ていたのか知らないけど、そのあと納屋を出た私が、マルゴー本人に出会って、頭の傷が二つあることを見せられていたなんて、想像も及ばなかったでしょうね。──ガラスの靴は、初めに履いた人の足にしか入らない。そうよね、テクラ」

「間違いないわ」

　テクラがうなずきます。赤ずきんはなおもシンデレラに続けました。

「鳩のお墓の中から見つかったガラスの靴がぴったり嵌まるのは、犯人の足しかないわ。でも、あなたに面と向かって『このガラスの靴を履いて』と言っても拒否されるかもしれない。そこで、王子様に協力してもらうことにしたのよ」

　一連の推理は、侍従長を通じて朝のうちに王子様に伝えてもらったのです。「王子様は悲しそうな顔をしながらも協力を受け入れてくださった」と、侍従長は赤ずきんに報告したのでした。

「王子様の差し出すガラスの靴を、あなたが拒否するわけはないものね」

　すっかり犯罪者の表情で、シンデレラは悔しそうに赤ずきんを見ていました。もはや弁明するつもりはなさそうです。しかしやがて、

「一つだけ聞かせなさい」

　居丈高に言いました。

「あなたみたいな子どもが、王子様や見回り兵たちを動かせるとは思えない。どうやって納得させたの？」

「洗濯物よ」

「洗濯物？」

「昨日、初めてあなたと出会ったとき、あなたが川で洗っていた白い布。魔法使いと納屋に戻る前に、いつの間にか消えていたわ。……だいたい、おかしいじゃない。他の洗濯物はなく、一枚だけ洗っているなんて。後になって私は、あなたがあれの汚れを落とすのをあきらめて、川に流してしまったのだと推理したの」

　赤ずきんは昨晩、ずんぐりむっくりと二人で、川底をしっかり見ながら、小川沿いの川岸をお城方面へ歩いたのです。すると、あのいばらに、白い布が引っ掛かっているのが見つかったのでした。

「これですね」

　見回り兵の一人が、その布を広げました。裾の部分が擦り切れた粗末な前掛けで、赤い血が飛び散っていたのです。

「ハンスを殴った時の血でしょう。これを洗い流そうとしていたところへ、私の靴が流れてきたというわけだわ」

　シンデレラは、奥歯をぎりぎりと嚙みしめています。美しい顔が台無しでした。

　王子様はそんなシンデレラの顔を残念そうに見つめていましたが、やがて、

「連れて行け」

　兵に命じました。将来の王の姿を感じさせる、厳格な声でした。馬車の扉は閉まります。後ろ手に縄で縛られたシンデレラは、見回り兵に引っ張られていきました。

「王子様の馬車に乗れなくて、残念ね」

　その後姿を眺めながら、赤ずきんはつぶやきました。

「あの」

　話しかけてくる声があります。ずんぐりむっくりの侍従長でした。

「昨晩から思っていたのですが、あなたはもしや、舞踏会で私と踊ってくださったお嬢様ではないですか？　よろしければこのあと、お城にいらっしゃいませんか。ダンスの先生が来るのですが、私のパートナーとして……」

「いいえ、結構」

　赤ずきんは足元に置いてあったバスケットを拾い上げると、にっこり笑いました。

「シュペンハーゲンまで、クッキーとワインを届けに行かなきゃいけませんもの」

「あんた、頭のいい子だねえ」

　今度はバーバラが声をかけます。ガラスの魔女、テクラはいつのまにかいなくなっていました。

「私はあんたみたいな子、大好きさ」

「そう、ありがとう」

「これはお守りだよ」

　バーバラは、ウサギの足を赤ずきんに手渡しました。

「困ったことがあったらこれを天に掲げ、私の名を呼びなさい。何千キロ離れたところだって、瞬きひとつするあいだに駆け付けてあげるから」

　この魔女の助けを借りることなんてあるかしら。赤ずきんは思いましたが、「ありがとう」と素直にうなずきました。

　赤ずきんは、次の国に向かって歩きはじめました。

　その足には、まだ魔法の解けないガラスの靴がしっかりと収まっているのでした。
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		作中に登場する人名その他の名称は全て架空のものです。

	


	
		


		


		気になる他の「童話×ミステリ」は……

		


		【第２章】甘い密室の崩壊

		　ヘンゼルとグレーテルにミートパイをご馳走になった赤ずきん。帰ってこないおかあさんを探しにお菓子の家に行ったところ、倒れた食器棚の下で死んでいたのでした……。

		


		【第３章】眠れる森の秘密たち

		　お姫さまが眠り続けている国を訪ねた赤ずきん。国の宰相を助けたことで屋敷に泊めてもらうことになりますが、宰相の召し使いの息子が、人を殺したというのです……。

		


		【最終章】少女よ、野望のマッチを灯せ

		　旅も終わりに近づいてきた赤ずきん。着いた港町で、エレンとういマッチ会社の社長になった少女の話を聞きました。それによると……。

		


		まだお読みになっていないエピソードがあれば、是非ご覧ください。
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		「ガラスの靴の共犯者」　　　　「小説推理」二〇一九年八月号

	


	
		
			著者

			青柳碧人（あおやぎあいと）

			一九八〇年千葉県生まれ。早稲田大学卒業。二〇〇九年『浜村渚の計算ノート』で第三回「講談社Ｂｉｒｔｈ」小説部門を受賞してデビュー。「西川麻子」「猫河原家の人びと」などの人気シリーズを手がけ、一九年刊行の『むかしむかしあるところに、死体がありました。』は多くの年間ミステリーランキングに入り、本屋大賞にもノミネートされた。（二〇二一年三月現在）

		

	


		赤あかずきん、旅たびの途と中ちゆうで死し体たいと出で会あう。

		第だい１章しょう　ガラスの靴くつの共きょう犯はん者しゃ
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